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麻酔と基本手技
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気管支鏡セミナーより

麻酔と基本手技
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気管支鏡検査は侵襲の大きい検査法ではあるが，明ら

かに禁忌とされる症例はほとんどないとされる．我が国

で使用される気管支鏡は，ファイバースコープとビデオ

スコープが主である．ファイバースコープは対物レンズ

から接眼レンズまでグラスファイバーが画像を伝える．

ビデオスコープでは対物レンズ部にＣＣＤが組み込まれ

ていて，画像‘情報がデジタル化される．

気管支鏡検査中は気道に細長い異物を挿入するため，

ある程度の気道閉塞は避けられず，動脈血酸素分圧の低

下はしばしば認められる．また，気管支鏡検査は反射の

強い気道系に異物を挿入する検査であり，麻酔を含めた

術前の処置が検査の成否に大きく関わる．このため，気

管支鏡検査中の重要な合併症として低酸素血症，それに

基づく不整脈などの循環器合併症の発生，また，各種生

検による出血の危険性があげられる．検査前にはこれら

の合併症を未然に防ぐために，術前評価をしておく必要

がある．日本呼吸器内視鏡学会では，安全対策委員会に

よる「手引き書一呼吸器内視鏡診療を安全に行うため

に－Ver､3.0」を公開している（http://www･jsre,org／

medical/1304_tebikipdf)．

－手引き書からの抜粋－

１．局所麻酔

麻酔が不十分であると被検者に大きな苦痛を与え，ま

た咳噺は内視鏡所見を修飾するので麻酔中から咳をさせ

ない努力が必要である．しかし麻酔薬の過量投与は中毒

をきたすおそれがあり，さらに中毒とは別に少量で

ショックを起こすことがあるので対応の準備を要する．

局所麻酔薬として通常リドカインが用いられる．溶液

濃度は１～8％まであるが，２％または４％を用いること

が多い．高濃度のほうが麻酔効果は高いが，過量投与に

なりやすい．１％と２％のリドカインを比較して，同様の

(気管支学．2013;35:448-449）

麻酔効果が得られたとする報告がある．２０１０年に日本呼

吸器内視鏡学会の安全対策委員会で行ったアンケート調

査２０１０では，４％リドカインを使用すると答えた施設が

20.4％，２％リドカインが61.3％，１％リドカインが

17.5％，その他0.8％であった．しばしばネブライザーに

よって咽頭・喉頭の麻酔が行われるが，省略できる．ま

た，ネブライザーで麻酔する施設が5.8％，スプレーが

48.4％，ネブライザーとスプレーの両方は45.4％であっ

た．

声帯直上と声門下腔の膜様部は咳轍反射が強いのでよ

く麻酔する．気管支鏡を通しての麻酔は，声門，声門下

腔，気管，気管支と順次少量ずつ麻酔薬を散布する．咳

の出やすいポイントがあるが，特に左右の上葉支への麻

酔は咳噺を抑える．急な注入は咳を誘発するので，麻酔

薬はゆっくり注入する．過量投与にならないように，散

布後の余剰薬液は吸引除去する．

2．リドカイン投与量と中毒対策

耳鼻咽喉科領域においてはリドカインの局所麻酔使用

量は２００ｍｇまでとされるが，気管支鏡検査では全検査

を通して平均８００ｍｇ以上であったとの報告がある．添

付文書上は気管支鏡検査においても，２００ｍｇ以内となっ

ている．リドカイン使用量を常に意識し，過量にならな

いように注意すること，余剰の麻酔薬を吐き出させる，

吸引・回収することが重要である．咽頭・気管内への投

与後の吸収は速く，約１０分後に最高濃度に達する．下気

道では特にリドカインの吸収がよく，静注と匹敵するほ

どである．

中毒症状は主に中枢神経系，心血管系の症状としてあ

らわれる．すなわち，応答』性の低下，意識障害，振戦，

けいれん，血圧低下，徐脈，心筋収縮力低下，刺激伝導

系の抑制，心室性不整脈などである．被検者に声をかけ

ながら検査し，応答を確認する．中毒症状が出現したら
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第２５回気管支鏡セミナーで「麻酔と基本手技」として講演されたものである．

◎２０１３TheJapanSocietyfbrRespiratoryEndoscopy

448 TWEﾉ0"r"αＩｑｆｆﾉ!e仰”SOC”/bγR岬”toryE”oscopy-Vol35,No4,Jul2013-wwwjsre・org




	cover
	2013年12月19日13時09分36秒

